
【別紙１】 

 

〇農家手取り最大化「３つの柱」について 

１．トータル生産コスト低減 

単に資材費を下げるということだけでなく、物財費削減、労働費低減、

生産性向上といった農業生産にかかる提案や農業者の多様なニーズに対

し、トータルの視点で農業者の所得向上を目指す考え方。 

 

２．大規模営農モデルの実証による経営改善 

モデル５５ＪＡでモデル８３経営体を設定し、モデル経営体それぞれに

よって異なる生産・経営状況や諸課題を、モデル経営体・モデルＪＡ・連

合会で共有しながら、実施計画を策定し、生産現場で所得増大に向けた実

践を行なう。 

 

３．ＪＡ職員の人材育成 

生産現場で農業者に対応するＪＡ職員の人材育成を強化していくこと

で、農業者の所得増大のための対応力・提案力を向上していく考え方。 
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